
研究管理番号；2023 疫―44  

 1 / 1 

 

 

項目 説明 

試料・情報の利

用目的 

及び 

利用方法 

研究課題名 病理病期 IB-IIA期肺腺癌における予後因子の検討 

研究目的 病理病期 IA 期肺腺癌において、CT での腫瘍のすりガラス成分の有無や

PET-CT での腫瘍に集積した SUV max 値(放射性フッ素を付加したブド

ウ糖の集積値)は予後因子として報告されています。しかし、病理病期 IB

期肺腺癌において、これらの因子が予後因子となり得るかは明らかではあ

りません。本研究では病理病期 IB-IIA 期肺腺癌の臨床像、病理学・分子遺

伝的な特徴から予後因子を解明します。 

研究対象者 当院で 2010 年 1 月～2019 年 12 月までに外科的切除を行った病理病期

IB-IIA 期肺腺癌 200 例の患者さんが対象となります。 

研究期間 西暦 2 0 2 3 年 7 月 3  日～西暦 2 0 2 6 年 3 月 31 日 

利用する試料・情報の項目 

（チェック[X]が入った項目を利

用します） 

[ ] 血液 

[X] 病理組織 

[ ] 毛髪 

[ ] だ液 

[ ] 排泄物（尿・便） 

[X] 診療記録 

[X] 臨床検査データ 

[ ] その他 (記載して下さい) 

試料・情報の

管理について

の責任者 

当センター研

究責任者 

村上 浩太郎 

試料・

情報を

利用す

る者の

範囲 

当センターでの実施診

療科/部局等 

呼吸器外科 

共同研究の場合、共同研

究機関および各施設で

の研究責任者 

 

なし 

試料・情報の利用停止および

情報公開に関する窓口 

神奈川県立がんセンター呼吸器外科 村上浩太郎 

045-520-2222 

利用停止のお申し出は 2024 年 1 月 31 日までまでにお願いいたします 

 

 


